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さらなる高みをめざして
７月３日（火 、近畿･全）

国･野球部の壮行式が行わ

れました。５月に総体の壮

行式を受け、県下各地で勝

ち抜いた部員たちが、次は

全国大会、あるいは近畿大
会でその力を発揮します。全国大会に向けては陸

上競技部、映画研究部、近畿大会に向けては水泳

部、テニス部（関西大会 、また和歌山のてっぺ）

んをめざす硬式野球部も激励を受けました。

・
劇も良かった

７月４日（水 、３年）

に一度の芸術鑑賞会が
行われました。午前の

授業終了後、 にて海JR

南市民交流センターへ

向かい、芸術座の公演『ベニスの商人』を観劇し

ました。素晴らしい演劇であったのはもちろんで

すが、生徒たちの鑑賞態度も良く、とても気持ち

劇中では、ユダヤ人のシャイロックとキリスト教徒のアンの良い１日でした。

トーニオやバサーニオらヴェニスの商人たちが激しく対立します。時代背景が良く描かれていまし

た。ちょっとシャイロックがかわいそうに思えのは私だけだったのでしょうか？

魅力あるSSHめざして

新たに５年間の指定を

受けたｽｰﾊﾟｰｻｲｴﾝｽﾊｲｽｸｰﾙ

（ )活動の運営指導委SSH

員会が行われました。こ

れからの活動について楽

しい企画のヒントを始め、たくさんの貴重な意見

をいただきました。本年度の運営委員は以下の方

（敬称略）々です。どうぞよろしくお願いします。

近畿大学生物理工学部教授 和歌山大学システム工学部名誉教授芦田 久 中川 優
和歌山大学システム工学部准教授 和歌山県立医科大学医学部教授林 聡子 宮下和久

和歌山県立医科大学保健看護学部教授 県立自然博物館学芸課長内海みよ子 小阪 晃
アイレス電子工業（株）代表取締役 海南市教委学校指導課指導主事辻 正吾 木下淳子
県教委学校指導課 課長 県教委学校指導課指導主事田村光穂 戸川定昭･山本直樹

（海高OB澤田先生）世界初のマグロ完全養殖
７月１３日（金）の午後、 講演を行いましSSH

た。今年は本校 でもある澤田好史近畿大学農OB

学部教授をお迎えして 『マグロを取り巻く世界、
情勢とマグロ養殖技術開

発』と題して講演をしてい

ただきました。非常に興味

深いお話で、約 分間の100

暑い体育館での講演でした

が、生徒全員しっかりと話

に聞き入っていました。ちなみに、澤田先生は講

演の３日後に の「がっちりマンデー」にごTBS

出演されていました。

熱い 中庭ライブ（暑い）

恒例の音楽部の中庭
コンサートが７月１３

日の昼休みに行われま

した。今年は昨年以上

にきっちりとした練習

計画をたて、吹奏楽部

と共に活動をすることもあります。今後の活躍に

乞うご期待。

目標が見えてきた？

６月２９日、期末考査最

終日の午後、校内大学説明

会を行いました。大学では

、 、和歌山大学 大阪府立大学

、 、 、関西大 近畿大 立命館大

京産大、また日赤や和歌山高等看護専門学校を始

めとする看護専門学校、また、就職のお世話をし

て下さる「ジョブカフェわかやま」から担当者が

来てくださり、生徒たちはそれぞれの教室で丁寧

な説明を受けました。この日を境に目の色が変わ

る人もたくさんいます。ちゃんと目標が見えてい
ますか？

野球部無念 夢掴めず

甲子園の道は険しく、初

戦の和歌山東高校戦、終始

激しく押しながらも決定打

が出ず、１－４で惜敗しました。応援に駆けつけ

た約３００名の大応援団も炎天下のスタンドで大

声を張り上げましたが、残念ながら苦い涙を飲ん

でしまいました。さあ、
今日からまた忘れ物を取

りに行くために厳しい練

習が始まります。サポー

ト体制は盤石です。

頑張れ海高生。

http://www.kainan-h.wakayama-c.ed.jp

夏休み中の予定
７月

２０日 終業式 防災訓練 大清掃

２１日 原付通学生安全教室

２３日 夏季休業・夏期補習・三者懇談 開始

２５日 大学見学会（京都大学 同志社大学）

日 年教理課外研修（近大原子力研究所）２６、２７ 1

８月

（ ）７月２９日～８月２日 インターハイ 陸上競技部 新潟

日 年 夏季課外研修（東京都他）６～８ 1 SSH
９日 登校日･平和学習

２１日 高校生防災スクール（紀央館高）

日 ， 年 紀南研修21 22～ 1 2 SSH

日 年 夏季課外研修（兵庫県）22 23～ 2 SSH

日 和歌山大会23 24 PTA～ 全国高等学校 連合会

２７日 学期始業式2


